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「田んぼの学校」収穫感謝祭
　10月29日、鮎貝堰土地改良区の支援で行っている「田んぼの学校」の収穫感謝祭が鮎貝地区公民館で開かれ、鮎貝小の児童
たちが、体験してきたさまざまな農作業の感想を発表しました。その後、収穫した米で餅つきをして収穫の喜びを味わいまし
た。
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バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
と
は
？

　

現
在
の
町
の
決
算
書
は
、「
歳
入

歳
出
決
算
書
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
こ
れ
は
、
年
度
の
収
入
と
支

出
に
よ
り
収
支
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

し
か
し
単
年
度
の
収
支
だ
け
で

は
、
今
ま
で
町
を
運
営
し
て
き
た

結
果
、
総
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、「
い
く

ら
の
資
金
を
ど
の
よ
う
に
集
め
て

き
た
結
果
、
現
在
ど
の
よ
う
な
財

産
を
保
有
し
て
い
る
か
」
を
表
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
資
産

の
状
況
や
将
来
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
債
務
は
い
く
ら
か
な
ど

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

バ
ラ
ン
ス
シ
�
ト
か
ら

わ
か
る
こ
と　

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
資
産
合
計

を
み
る
と
、
白
鷹
町
の
14
年
度
末

の
資
産
総
額
は
約
２
８
７
億
円
で

す
。

こ
れ
を
町
民
一
人
当
た
り
に
直
し

て
み
る
と
、
町
の
資
産
は
一
人
当

た
り
約
１
６
６
万
円
に
な
り
ま
す
。

（
右
下
表
参
照
）そ
の
資
産
を
形
成

す
る
の
に
、
町
税
や
国
な
ど
の
お

金
を
約
79
万
円
、
負
債
を
約
87
万

円（
う
ち
借
金
は
約
77
万
円
）要
し

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
約
１
６
６
万

円
の
資
産
を
形
成
す
る
た
め
約
77

万
円
の
借
金
を
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
返
済
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
白
鷹
町
で

は
有
利
な
借
金
（
今
後
国
か
ら
借

金
の
う
ち
何
割
か
が
交
付
さ
れ
る

も
の
）を
活
用
し
て
お
り
、そ
の
う

ち
の
お
お
む
ね
６
割
は
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、

た
と
え
ば
、
14
年
度
末
有
形
固
定

資
産（
施
設
や
道
路
な
ど
の
財
産
）

の
行
政
分
野
ご
と
の
割
合
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
町
が
何

に
重
点
を
お
い
て
整
備
し
て
き
た

か
が
わ
か
り
ま
す
。（
右
下
グ
ラ
フ

参
照
）

　

グ
ラ
フ
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
白
鷹
町
で
は
主
に
教
育
費

（
公
民
館
、
ス
キ
ー
場
な
ど
の
社

会
教
育
施
設
や
学
校
な
ど
）
や
土

木
費（
道
路
や
公
園
な
ど
）に
力
を

入
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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鷹
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い
つ
か
ら
の
デ
�
タ
？

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
昭
和
44

年
度
以
降
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

作
成
上
、
総
務
省
の
統
一
基
準
で

は
昭
和
44
年
度
以
降
の
決
算
統
計

デ
ー
タ
を
使
用
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
た
め
、
そ
れ
以
前
に
整
備
さ

れ
た
有
形
固
定
資
産
は
計
上
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
43
年
度
以
前
に
整
備
さ
れ

た
役
場
庁
舎
や
道
路
な
ど
は
計
上

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

借　方 貸　方

有形固定資産合計 141 負債合計 87

投資等合計 19

流動資産合計 6 正味資産合計 79

資産合計 166 負債・正味資産合計 166

町民一人当たりのバランスシート

（単位：万円）

＊平成15年３月31日現在の人口17,285人をもとに算出してい

　ます。

詳しい分析資料を
ご覧になりたいかたは
総務課財政係まで
（☎85－6121）

有形固定資産の行政目的別割合（平成14年度）



　　 広報しらたか　2003.11.12●3

借　方（資金の使途） 貸　方（資金の源泉）

［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

・農林水産業費 2,357 ・地方債 11,832

・土木費 7,602 ・債務負担行為 0

・教育費 10,250 ・退職給与引当金 1,786

　　 他 4,155 ・その他 0

　固定負債合計 13,618

　有形固定資産合計 24,364

　（うち土地） 5,145 ２．流動負債

・翌年度償還予定額 1,481

２．投資等 ・翌年度繰上充用金 0

・投資及び出資金 2,265

・貸付金 105 　流動負債合計 1,481

・基金 740

・退職手当組合積立金 160 　負債合計 15,099

　投資等合計 3,270

［正味資産の部］

３．流動資産 １．国庫支出金 2,630

・現金・預金 991 ２．都道府県支出金 2,583

・未収金 79 ３．一般財源等 8,392

　流動資産合計 1,070   正味資産合計 13,605

　資産合計 28,704 　負債・正味資産合計 28,704

　道路、橋、公園、学
校、公民館などの行政財
産の資産評価額を目的別
に示しています。

　町税、貸付金などの未
収金を示しています。

　財政調整基金、減債基
金、歳計現金を示してい
ます。

　退職手当組合が保有す
る資産の白鷹町分相当額
を示しています。

　公共施設整備基金、ス
ポーツ振興基金、土地開
発基金、生涯学習推進基
金などの用途が特定化さ
れている基金（特定目的
基金）を示しています。

　ふるさと融資、高齢者
住宅整備資金などの貸付
金を示しています。

　白鷹町アルカディア財
団、西置賜ふるさと森林
組合などの団体などに対
する出資金などを示して
います。

　町債の平成14年度末残
高のうち平成15年度に償
還が予定されている町債
元金額を「流動負債」の
「翌年度償還予定額」に
計上し、それ以外の町債
元金額を「固定負債」に
計上しています。

　年度末に在職する一般
会計職員全員が自己都合
により退職したと仮定し
た場合に必要となる退職
手当額を示しています。

　「正味資産」は、
資産合計から負債
合計を差し引いた
残額であり、これ
までの世代が負担
し（町税など）、
将来の返済や支出
の必要のない資産
額です。

（平成15年3月31日現在）
（単位：百万円）

　「資産」は、将来も町民生活や行政活動に役
立つものとして、後世に引き継がれる「町民の財
産」です。

　「負債」は、後世の町民が、将来の町税、地
方交付税などによって賄っていくことになる債務
で、「後世の町民の負担」と言えます。大部分は、
地方債（借金）の未償還額（借金残額）です。

将来の財政負担へ充てるための財源（財務財源）①

　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,340百万円

　[投資等3,270百万円＋流動資産1,070百万円 ]
将来の財政負担（負債合計）②　15,099百万円

[負債（地方債）　13,313百万円など ]既存の社会資本に対して将来必要となる財政負担

〔②－①〕 　　　　　　　　　　　　10,759百万円

　「将来の財政負担②」は、「将来の財政負担へ充てるための財源①」を超過しています。これは、将来

世代も社会資本などの受益者となるため、「町民負担の世代間の公平」の観点から、社会資本（有形固定

資産）の整備の財源として地方債を発行（借金）していることなどによるものです。この超過額は、将

来の町税、地方交付税（国からの交付金）などによって賄っていくことになります。

　なお、本町では地方債残高のうち、おおむね６割程度は後年度に地方交付税で措置されることとなっ

ています。

バランスシート（平成14年度末版）

< 要約版 >
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身
の
周
り
に
は
、
新
聞
・
広
告

を
は
じ
め
、
雑
誌
、
カ
タ
ロ
グ
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
菓
子

箱
な
ど
ご
み
と
な
る
た
く
さ
ん
の

紙
類
が
あ
り
ま
す
。
新
聞
・
広
告

な
ど
に
つ
い
て
は
、
集
積
所
回
収

や
子
供
会
の
集
団
回
収
な
ど
で
ほ

ぼ
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
ら
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
可
燃
ご

み
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
処
理
施
設
に
お
け
る
ご
み
質

の
分
析
結
果
に
よ
れ
ば
、
上
記
の

グ
ラ
フ
に
示
す
と
お
り
、
平
成
14

年
度
の
紙
・
布
類
の
組
成
分
類
割

合
の
平
均
は
56
％
（
乾
燥
比
率
）

と
、
可
燃
ご
み
の
半
分
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

分
別
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
始
ま
り

で
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
を
減
量
し

て
い
く
た
め
に
、
各
家
庭
や
事
業

所
で
適
切
に
分
別
し
て
資
源
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

可燃ごみの現状は？
　可燃ごみは、有料化が開始された平成11年度を除き、

残念ながら着実に増えているのが現状です。排出量の推

移はグラフに示すとおり、平成13年度が1,921トン、分別収

集を開始した平成６年度の1,253トンと比較すると実に1.5

倍になっていることが分かります。

　ただ、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の改正等に

より、屋外焼却（いわゆる野焼き）が禁止されるなどの

要因も含まれると考えられます。

 

 

厨芥類
12％

ビニール類
16％

木・竹・わら類
10％

その他
4％

紙・布類
56％

不燃物
2％

●ごみ質の分析結果

三成分

組成分類

可燃ごみ搬入量の推移

単位：トン

※注：H14は分別が変更されたために増加しています。



　　 広報しらたか　2003.11.12●5

古紙の出し方
　菓子箱や包装紙なども立派な資源となりますので、月１回の資

源回収（古紙・布類）にご協力ください。

古紙類の出し方は、

１．新聞・広告

２．紙パック（アルミコーティングされたものを除く）

３．ダンボール・菓子箱・ティッシュ箱類（茶系の紙類）

４．雑誌・各種文書・ハガキ・封筒・包装紙類

の４種類に区分し、ヒモで結んで出してください。

●注意事項

　　濡れているもの・汚れているものは出せません。ホチキス針
　やクリップ類、粘着テープなどは取り除いてください。

古
紙
の

リ
サ
イ
ク
ル

ひと工夫でごみが減る！
●発生を抑える（リデュース）

　　不要なチラシやカタログなど、すぐにごみになってし

　まうものは貰わないよう心がけましょう。また、買い物

　の際はできるだけ、包装が簡易なものを購入しましょう。

●再使用する（リユース）

　　資源回収に出すものでも、チラシの裏面などもう一度

　使えるものはトコトン使いましょう。単行本などはリサ

　イクルショップで有価物になります。

紙パック

ティッシュペーパー、トイレット
ペーパー、コピー用紙などへ

新聞紙、雑誌、ダンボール、チラ
シなど

新聞紙、雑誌、ダンボール箱、絵
本などへ

　ごみや資源物が収集後に出され、そのまま集

積所に残るケースが増えています。

　ごみ出しは、当日の朝８時30分までとなって

います。出す時間を守り、集積所をきれいに保

ちましょう。

■問い合わせ
　町民課くらし・環境推進係
　☎85－6131

※水洗いして、切り開い
　て出してください。
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国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

知
�
�
�
�
�
�
�
年
金
制
度
�
基
本

公
的
年
金
制
度
�目

的
�
機
能

　

公
的
年
金
制
度
は
、
一
生
に
わ

た
っ
て
年
金
を
支
給
し
、
長
い
老

後
の
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
、「
世
代
と
世
代
の
支

え
合
い
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
お
年
寄
り
の
世
代
を
支

え
、
自
分
が
年
を
と
っ
た
と
き
に

そ
の
と
き
の
若
い
世
代
に
支
え
て

も
ら
う
と
い
う
「
世
代
間
扶
養
」

の
し
く
み
に
基
づ
い
た
制
度
で
す
。

　

つ
ま
り
、
個
人
だ
け
で
親
へ
仕

送
り
を
続
け
る
の
は
大
変
な
の
で
、

社
会
全
体
で
考
え
る
仕
送
り
の
し

く
み
で
す
。
個
人
の
力
を
持
ち
よ

っ
て
、
社
会
全
体
で
お
互
い
の
安

心
と
幸
せ
を
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
制
度
�
�
�
�

　

公
的
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
の

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　

す
べ
て
の
国
民
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
さ

ら
に
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合

に
も
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
加
入

者
に
対
し
、
基
礎
年
金
と
い
う
基

礎
的
な
年
金
給
付
を
行
い
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
は
、
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
し
て
給
与
に
比
例

し
た
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
基
礎
年
金
を
ベ
ー
ス
に
２
階

建
て
の
年
金
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。

国民年金基金 厚生年金基金 職域年金部分 ＜３階＞

厚生年金 共済年金 ＜２階＞

国民年金
（基礎年金）

自営業者・学生等
第１号被保険者

会社員 公務員等 第２号被保険者
に扶養されてい
る妻（夫）
第３号被保険者

＜１階＞
第２号被保険者

�
１
階
�
�
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

　
　
　
　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

　
　
　
　

す
べ
て
の
人
が
加
入
し

　
　
　
　

ま
す
。
各
年
金
制
度
に

　
　
　
　

共
通
の
基
礎
年
金
と
な

　
　
　
　

る
国
民
年
金
で
す
。

�
２
階
�
�
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

（
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
の
両
方
に
加
入
）

　
　
　
　

職
場
を
通
し
て
加
入
す

　
　
　
　

る
年
金
で
す
。
年
金
額

　
　
　
　

も
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

　
　
　
　

さ
れ
ま
す
。

�
３
階
�
�
国
民
年
金
の
第
１
号
被

　
　
　
　

保
険
者
だ
け
が
希
望
し

　
　
　
　

て
加
入
で
き
る
国
民
年

　
　
　
　

金
基
金
や
、
企
業
な
ど

　
　
　
　

が
独
自
に
実
施
し
て
い

　
　
　
　

る
厚
生
年
金
基
金
な
ど

　
　
　
　

が
あ
り
ま
す
。
共
済
組

　
　
　
　

合
の
独
自
年
金
と
し
て

　
　
　
　

職
域
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
国
民

が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長
い

間
厚
生
年
金
を
か
け
た
か
ら
と
い

っ
て
会
社
を
退
職
後
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
い
と
、
基
礎
年
金
が

満
額
（
79
万
７
０
０
０
円
）
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
。
１
カ
月
の
未

加
入
期
間
や
未
納
期
間
が
あ
る
と

１
７
０
０
円
減
額
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
も
し
も
の
と
き
に
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
が
も
ら
え
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
年
金
を

支
え
る
現
役
世
代
が
少
な
く
な
る

の
で
「
年
金
が
危
な
い
」
と
い
う

不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
し
公
的
年
金
制
度
が
な
か

っ
た
場
合
、
年
金
保
険
料
を
支
払

う
代
り
に
、
親
へ
仕
送
り
す
る
と

し
た
ら
、
一
家
族
あ
た
り
の
子
ど

も
が
少
な
く
な
れ
ば
、
子
ど
も
一

人
あ
た
り
の
親
へ
の
仕
送
り
額
を

増
や
す
か
、
親
が
仕
送
り
を
少
し

が
ま
ん
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

は
ず
で
す
。
子
ど
も
が
ま
っ
た
く

仕
送
り
を
し
な
い
と
か
、
親
が
ま

っ
た
く
仕
送
り
を
受
け
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。

　

公
的
年
金
で
も
同
じ
こ
と
。
親

子
間
で
の
調
整
と
同
じ
こ
と
を
き

ち
ん
と
行
っ
て
い
れ
ば
制
度
が
つ

ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

５
年
に
一
度
改
正
を
行
い
、
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
よ

う
安
定
し
た
年
金
財
政
の
運
営
を

図
る
た
め
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て
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平成15年度『移動年金相談日』のご案内

　　　　　　〈相談日〉　11月19日（水）
　　　　　　　　　　　12月17日（水）
　　　　　　　　　　　１月28日（水）
　　　　　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　　　　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　　　　　●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　　　※都合により11月19日は「視聴覚室（２階）」で行います。

　　　　　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　　　　　■主　　催　米沢社会保険事務所（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは

町民課戸籍年金係（☎85－6129）まで

い
ま
す
。

　

「
周
り
の
人
は
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
か
ら
」
と
か
「
自
分
が

年
を
と
る
こ
ろ
に
は
破
綻
す
る
」

な
ど
と
い
う
噂
に
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
を
と

っ
た
と
き
、
万
一
の
と
き
、
後
悔

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

払
�
保
険
料
�
�
�
受
�
取

�
年
金
�
少
�
�
�
�
�
�

　

国
民
年
金
は
「
世
代
間
扶
養
」

の
し
く
み
を
取
っ
て
い
る
た
め
、

損
得
で
考
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
平
均
的
に
長
生
き
す
れ

ば
、
支
払
っ
た
保
険
料
よ
り
生
涯

受
け
取
る
年
金
額
の
合
計
の
方
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

明日のあなたを考えて
11月は国民年金制度推進月間

年金はあなたが主人公です。

あなたのための「年金」

20歳以上60歳未満のすべての国民が加入者です。

学生の皆さんも強制加入となっています。

みんな加入者です

長い間働いて年金に加入し現在年金を受給して

いる人、今、年金に加入している人、これから

就職し年金に加入しようとしている人、役割は

それぞれ違っても、主人公はあなた自身です。
年金は世代と世代の支え合い

年金制度は、世代と世代を結ぶかけ橋として、今後ます
ます重要な役割を担うことになります。
あなた自身のことだから考えてみませんか。

公的年金が安心ある生活を支えます

「豊かな老後、安心のある老後を送りたい…」だれもが
望むこうした老後生活の備えとして基本なるものが公的
年金制度です。
わたしたち一人ひとりが年金を身近で大切なものとして
考え、年金制度をわたしたちの老後を支えるものとして
見つめてみませんか。
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交通安全意識をもって
毎日の生活を送っていますか？

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年

発生件数 68 59 71 67 77 65

死 者 数 ５ ２ ４ ３ ０ ０

負傷者数 80 71 90 83 104 79

白鷹町交通事故発生状況

今年の事故の特徴
　●悪質な違反（信号無視、一時不停止）での事故が増
　　加しています。
　●初心者と女性ドライバー及び高齢者ドライバーの事
　　故が増加しています。
　●死亡事故は減少していますが、発生件数及び負傷者
　　数の増加が懸念されます。

「白鷹町交通安全宣言」（案）にご意見をお寄せください
　★白鷹町では交通死亡事故０が、11月９日で700日です。
　　これからも悲惨な死亡事故が起きないよう、一人ひとりの交通安全意識の向上を図り、安全で安心して生活で
　　きる町を目指します。町交通安全対策協議会では、「交通安全宣言」を検討しています。さらに、皆さんのご意
　　見をお聞きし、宣言したいと考えていますので、ご意見、ご要望をお寄せください。

『白鷹町交通安全宣言』（案）
私たち白鷹町民は

　安全で安心できる白鷹ロードを、みんなで築く町とするため

　次の「し、ら、た、か、ま、ち」を宣言します。

　　　　　「し」幸せを願い、毎日交通安全に努めます。

　　　　　「ら」ライトを早めにつけて、見やすい運転をします。

　　　　　「た」他人を思いやり、ゆとりある運転をします。

　　　　　「か」必ず止まって確認します、交差点。

　　　　　「ま」守ります、子どもと老人の大切な命。

　　　　　「ち」着用します、シートベルトと反射材。

　交通事故のない明るい白鷹町を、私たち一人ひとりの手で創りあげます。

■連絡先　　総務課消防交通係（☎85－6122）

（平成15年10月31日現在）
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口座振替の仕組み

　口座振替（自動払込）は、あなたに代わり金融機関・郵便局が、あなたが指定された預貯金口座から自動的に振

替納付する制度です。毎月金融機関を訪ねる手間が省けますので、お忙しいかたにもとても便利です。

　振替期日は各税金等の納付期限日となります。

口座振替の手続きは？

　申込み手続きについては、金融機関に依頼書がありますので、

ご希望の金融機関で手続きしてください。その際必要なものは次

の３点です。

◆預貯金口座の通帳　◆通帳にご使用の印鑑　◆町税等の納付書

※金融機関受付が20日（郵便局は10日）までの場合は、翌月から

　口座振替が開始になります。また、領収書については口座振替完了後、役場から１年分まとめたものをお手元へ

　送付します。

口座振替の注意点

◎残高不足等で振替できなかった時は『口座振替不能通知書』を発送しますので、金融機関窓口に直接納付してく

　ださい。

◎口座振替をしている通帳の解約をする場合や、納税義務者の変更等がありましたら、再度『口座振替依頼書』に

　て変更してください。

◎口座振替を解約したいときは『口座振替停止届』を金融機関に提出してください。役場から納付書を送付します。

今後の主な納付期限

☆町税の納期限を過ぎてしまうと督促状が発送されます。本来納付すべき税額のほかに、督促手数料・延滞金が加
算された金額を納付しなければなりません。また、滞納したままでいると給与や財産などを差押えされてしまいま
す。町税等は納付期限までに必ず納めるようにしましょう。
■問い合わせ　税務出納課収納管理係（☎85－6106）

農業所得を申告されるかたへのお知らせ
●平成15年分賃耕料・小作料等支払明細書の提出について

　賃耕料や小作料の支払いがあり、控除の対象とされるかたは、所得申告前に支払明細書を作成のうえ提出くださ
るようご協力お願いします。
　前年に提出されたかたには明細書をお送りしますが、新たに明細書が必要なかたは税務出納課に備えてあります。
また、蚕桑、鮎貝、十王、鷹山、東根地区については各地区公民館にも備えてありますので、ご利用ください。
▼対象となる賃耕料・小作料

　賃耕料…農作業の委託料です。（耕うん・代かき・育苗・田植え・稲刈りなど）
　＊税務出納課へ事前に受委託料明細書を提出している機械利用組合、ライスセンター、カントリー組合、育苗組
　　合、農事組合法人などの利用者は提出不要です。
　小作料…農地の賃借料です。
▼提出の方法　１月７日（水）まで税務出納課に提出してください。税務署に直接申告されるかたは、申告のとき
　　　　　　　に提出していただいても結構です。
●農機共同組合、土地改良・水利組合、共同防除組合のかたへ

　農機共同利用組合、土地改良・水利組合、共同防除組合などに加入されているかたで、申告の際賦課金を控除の
対象とされるかたは、組合から事前に収支計算書、賦課金内訳書、受委託作業明細書などの書類の提出が必要です。
　昨年まで提出いただいている組合には今年もお送りする予定です。新たに提出される組合は、税務出納課より用
紙受領のうえ、提出してください。
■問い合わせ　税務出納課住民税係（☎85－6132）

税         目
納　　　付　　　期　　　限

町 県 民 税 固 定 資 産 税 国民健康保険税

12月１日（月） ４期 ６期

１月５日（月） ４期 ７期

２月２日（月） ８期

町税などの納付は簡単で便利な口座振替をお勧めします。

口座振替の手続きができる金融機関

山形銀行、山形しあわせ銀行、殖産銀行、

荘内銀行、山形中央信用組合、

山形おきたま農業協同組合町内各支店、

郵便局
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　11月１日から３日まで、中央公民館で第
33回白鷹町芸術祭が開催され、町民の作品
や日ごろ磨いた腕前が披露されました。白
鷹町芸術文化協会に所属する30団体のほか、
一般から募集した絵や写真、書道なども展
示されました。また、おんがく祭では、蚕
桑、荒砥小学校や、西中学校と荒砥高等学
校吹奏学部の演奏があり、観客から大きな
拍手が送られました。

日
�
�
磨
�
�
腕
前
�
披
露

第
33
回
白
鷹
町
芸
術
祭

一
�
�
�
�
丁
寧
�

児
童
�
�
�
食
用
菊
�
花
�
�
取
�

　10月23日、蚕桑小学校の４年生と鷹山小
学校の３年生39人が、学校給食共同調理場
で給食用の食用菊「もってのほか」の花び
ら取りを行いました。これは、児童に自分
たちが食べる給食の調理に触れてもらおう
と企画されたもの。児童たちは量の多さに
苦労しながらも、一つひとつ丁寧に作業を
進めていました。この菊は、24日の給食で
ホウレンソウと一緒におひたしとして出さ
れました

　10月13日、滝野小が統廃合されるまで使
われていたピアノを使ったコンサートが開
かれました。これは、鷹山地区公民館と鷹
山地区子ども育成会連絡協議会が企画した
もの。演奏者として、全東北ピアノコンク
ール３位入賞の山形大教育学部４年の佐竹
彩さんをお招きし、ショパンの名曲や宮崎
アニメのテーマ曲などを演奏していただき
ました。集まった約100人の聴衆は、よみが
えったピアノの音色を楽しんでいました。

�
�
�
�
�
�
学
�
�
�
�
�
�

滝
野
交
流
館
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　10月21日、山口地区の畑で白鷹陽光学園
の利用者とこぶしの家の通所者とこぐわ保
育園、あゆかい保育園の園児たちがいっし
ょに芋掘りを楽しみました。
　この日掘ったのは、大きなサツマイモ。
土の中から次々と顔を出すサツマイモにみ
んな大喜びでした。土に座り込んだり、転
びそうになりながら引っ張ったりと、いっ
しょうけんめいに芋を掘っていました。

�
�
�
�
芋
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
芋
掘
�
�
挑
戦

蚕
桑
小
学
校
�

創
立
80
周
年
記
念
写
真
集
�

作
製
�
�
�
�

　

10
月
21
日
で
創
立
80
周
年
を
迎

え
た
蚕
桑
小
学
校
で
は
、
地
域
の

人
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
記
念
写

真
集
を
作
製
し
ま
し
た
。
１
９
２

７
（
昭
和
２
）
年
度
か
ら
２
０
０

３
年
度
ま
で
の
卒
業
写
真
が
す
べ

て
集
ま
る
な
ど
、
地
域
の
力
を
結

集
し
た
力
作
で
す
。

　

写
真
集
は
２
部
構
成
で
、
約
４

０
０
枚
を
収
録
。
戦
前
の
田
植
え

や
授
業
風
景
、
近
年
の
新
校
舎
建

設
や
運
動
会
の
様
子
な
ど
の
歴
史

編
と
、
年
度
ご
と
の
卒
業
写
真
編

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
写
真
集
は
、
町
立
図
書
館
、

蚕
桑
地
区
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

蚕
桑
小
学
校（
☎
85

－

２
２
４
９
）
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　本年度の西置賜地区植樹祭が10月21日、
ふるさと森林公園で開かれ、緑の少年団な
ど約150人がブナの苗木約500本を植えまし
た。これは、西置賜１市３町が持ち回りで
毎年開催しているもので、今回は 「小さな
芽　木から林へ　森になれ」をテーマに開
催され、高さ約２㍍の苗木を一本ずつ植え
付けました。また、植樹の後、木に親しむ
教室が開かれ、小学生がゲームを取り入れ
たフィールドワークを楽しみました。

緑
�
少
年
団
員
�
�
�
�
苗
木
�
�
�
本
�
植
樹

平
成
15
年
度
西
置
賜
地
区
植
樹
祭

　10月14日、東根小学校の児童が学校林で
松茸狩りに挑戦しました。５、６年生約78
人が教諭や地元のかたがたと山に入りまし
た。子どもたちはビニール袋などを持ち、
松茸の生えていそうなところを探し、松茸
が見つかるとあちこちから喜びの声があが
っていました。この日採った松茸は、給食
で松茸ごはんとして出される予定です。

秋
�
味
覚
�
自
分
�
�
�
手
�

東
根
小
学
校
児
童
�
松
茸
狩
�
�
挑
戦

白
鷹
町
教
育
委
員
�

吉
田
博
之
�
�
�
畔
藤
�
�
就
任

　

こ
の
度
、
３
期
12
年
間
教
育
委

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
佐
藤
保
雄

さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
吉
田
博
之

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

白
鷹
町
誕
生
49
周
年
記
念

10
月
12
日

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

荒砥Ａチームが３年連続
23回目の優勝！

大
会
結
果

第
１
位　

荒
砥
Ａ
チ
�
ム

２
時
間
31
分
06
秒

第
２
位　

鷹
山
チ
�
ム

２
時
間
31
分
51
秒

第
３
位　

鮎
貝
チ
�
ム

２
時
間
33
分
15
秒

第
４
位　

蚕
桑
チ
�
ム

２
時
間
35
分
50
秒

第
５
位　

十
王
チ
�
ム

２
時
間
41
分
29
秒

第
６
位　

東
根
チ
�
ム

２
時
間
43
分
50
秒

第
７
位　

荒
砥
Ｂ
チ
�
ム

２
時
間
58
分
51
秒

鈴
木
愛
美
�
�
�
西
中
�
�
山

形
県
英
語
弁
論
大
会
�
優
勝

　

西
中
３
年
生
の
鈴
木
愛
美
さ
ん

が
、
第
55
回
山
形
県
英
語
弁
論
大

会
西
置
賜
地
区
大
会
ス
ピ
ー
チ
の

部
で
優
勝
し
、
第
55
回
山
形
県
英

語
弁
論
大
会
・
高
円
宮
杯
中
学
英

語
弁
論
大
会
予
選
大
会
ス
ピ
ー
チ

の
部
に
参
加
し
ま
し
た
。

「A
 M
eaningful,Beloved Thing

」

（
大
切
な
も
の
）
と
題
し
て
発
表

し
、
み
ご
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
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地
球
温
暖
化
の
一
番
大
き
い
原

因
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
な
ど
）
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
山
形
県
の
排
出
量
は
、
最
近

10
年
間
で
22
％
も
増
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
植
物
の

育
成
や
食
料
生
産
、
人
間
の
健
康

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
身

近
な
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
、
温

暖
化
防
止
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
省
エ
ネ
に
取
り

組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
家
庭
電
気

消
費
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
比
率

を
占
め
て
い
る
の
は
冷
蔵
庫
で
す
。

続
い
て
照
明
、
テ
レ
ビ
、
冷
暖
房

用
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
機
器
で
３
分

の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

●ロマンス道コース（菖蒲地区）

環
境
�
�
�
�

家
庭
�
�
�
�

温
暖
化
防
止
�
身
近
�
取
�
組
�

距離 約3.6km

取り組み例
二酸化炭素削減量
（年間1台当たり）

冷蔵庫の詰め過ぎを整理した場合 　　 6.9 kg削減

冷蔵庫の無駄な開閉をやめる 　　 1.6 kg削減

テレビを見る時間を 1時間短縮する 　　 4.8 kg削減

冷房を１℃高く、暖房を１℃低く温度を設定する 　　 7.2 kg削減

こたつの温度を「高」から「中」に切り替える 　　 4.9 kg削減

自動車に乗るときアイドリングを１日５分やめる  　 16.4 kg削減 

食器洗いのお湯の温度を 40℃から 30℃に低くする     19.8 kg削減 

ウォーキングには心地よい季節になりました。川原すすき

が、今見ごろで、まして夕日があたっている景色は誰でも

シャッターを押したくなります。天気のよいときにぜひ歩

いてみてください。

ストレッチング　
－身体への効果－

①疲労回復

　疲れやこりを感じたらストレッ

チングをはじめましょう。筋肉の

緊張を柔らげ、血液の流れをよく

するため、疲労物質を取り除く働

きを高めてくれます。

②怪我の予防

　柔軟性が高まることで関節や筋

肉に受ける衝撃を吸収する力が高

まり、安全で効率的な運動を行う

ことができます。

③老化の防止

　弾力性、柔軟性のある質のよい

筋肉になります。

④ストレスの解消、リフレッシュ

手軽にできる温暖化対策



　　 広報しらたか　2003.11.12●13

荒
高
祭

　

10
月
24
、
25
日
、
す
ば
ら
し
い

青
空
の
も
と
荒
高
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「heartily

〜
心
か
ら
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
１
日
目
に
は
中
央

公
民
館
の
大
ホ
ー
ル
で
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部
の
発
表
が
行

わ
れ
、
各
ク
ラ
ス
、
吹
奏
楽
部
と

も
す
ば
ら
し
い
歌
声
や
音
色
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２

日
目
の
一
般
公
開
で
は
、
美
術
部

の
絵
や
図
書
委
員
会
の
展
示
な
ど

の
文
化
的
な
発
表
と
各
ク
ラ
ス
で

企
画
し
た
模
擬
店
、
ク
ラ
ス
展
示

を
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
連
日
、
夜
遅
く
ま
で
学
校
に

残
り
、
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
作
り

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年

度
の
生
徒
会
テ
ー
マ
で
あ
る
「
愛

す
る
荒
高
〜
変
え
て
み
せ
ま
す
荒

高
生
〜
」
に
沿
っ
て
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
く
荒
砥
高
校
が
見
え
た

荒
高
祭
で
し
た
。

　

今
回
の
荒
高
祭
を
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
協
力
、

ご
支
援
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
す
。

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
ご
来
校
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

生
徒
会
役
員
選
挙

　

こ
れ
か
ら
の
荒
砥
高
校
の
予
定

は
、
11
月
に
生
徒
会
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
、

生
徒
会
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

荒
高
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
た

め
に
も
、
荒
高
生
一
人
ひ
と
り
が

真
剣
に
選
挙
に
参
加
し
、
荒
高
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
生

徒
会
役
員
を
選
出
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
13
年
７
月
に
着
工
し
、
総

事
業
費
６
億
７
１
０
７
万
円
を
か

け
た
東
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

が
こ
の
ほ
ど
完
了
し
、
10
月
22
日
、

東
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
竣
工

�
生
�
�
変
�
�
�

東
中
学
校
�

　　　　　概　　要

所 在 地／白鷹町大字荒砥乙1158

○工 事 面 積／（校舎分）6,182.76m2

　　　　　　　（外構分）2,657.54m2

○設計・監理／㈱秦・伊藤設計

○施 工／

（校舎分）後藤組・白鷹建設特定建設工事共同企業体

（外構分）白鷹建設㈱

○工 期／

（校舎分）平成13年7月26日～平成15年9月30日

（外構分）平成15年7月18日～平成15年9月30日

○工 事 内 容／普通教室棟、特別教室棟、管

　　　　　　　理棟、屋内運動場、社教用玄

　　　　　　　関、駐車場拡張、駐輪場塗装、

　　　　　　　生徒昇降口、正門、太陽光発

　　　　　　　電システム5kw など

○総 事 業 費／設計監理費及び工事費　
671,070千円

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
教

室
や
体
育
館
は
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

で
仕
上
げ
、
暖
房
や
ト
イ
レ
な
ど

の
各
設
備
は
使
い
や
す
い
も
の
に

一
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
町
内
の
学
校
で
は
初
め

て
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
５
ｋ

ｗ
）
を
導
入
し
、
環
境
教
育
の
実

践
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

体
育
館
の
夜
間
開
放
等
で
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
た
出
入
口
（
社

教
用
玄
関
）
を
新
た
に
設
け
、
駐

車
場
も
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
さ

ら
に
多
く
の
か
た
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
工
事
期
間
中
は
、
生
徒

の
皆
さ
ん
や
先
生
方
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

新
し
く
な
っ
た
学
校
で
勉
強
に
ス

ポ
ー
ツ
に
精
一
杯
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
）

太陽光発電システム

図書室
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●防災シリーズ８　そのときどうする !?

■問い合わせ　役場総務課（☎85－6122）
　　　　　　　　　消防署白鷹分署（☎85－5242）

＜地震がおきたら！！＞

　地震がおきた時、皆さんはどのように対応しますか？地震に対する知識を持っていても、大きな揺れの

中で冷静・迅速に対応するのは難しいものです。いざというときに落ち着いて行動できるように、日ごろ

から注意し家族で話し合って万が一に備えましょう。

◆家の中では身の安全を第一に ・先ず出口を確保する。
・続いて火を消す。
《火を消す３度のチャンス》

　１．揺れを感じたとき
　２．揺れが治まったとき
　３．出火したとき
・あわてて外に飛び出さない。
　落下物等から身を守るため、テ
　ーブルなどの下に潜り込む。
・避難は家族・隣近所協力し合っ
　て。

◆素早い火の始末の心掛け

◆路上では建物の壁などが危険！ ・狭い道路等の塀ぎわでは、ガラ
　スが落ちてきたりブロック塀が
　倒れてくる危険がある。
・避難するときは乗り物を使わな
　いで歩いて避難する。
・動きやすい服装で避難する。
・持ち物は背負えるものに詰め込
　み、必要品だけにする。
・お年寄りや心身に障害のあるか
　たを見かけたら避難を手伝う。

◆避難するときには…

◆デパート・スーパー等では… ◆的確な行動を！

・ショーウインドーや商品棚から
　素早く離れる。
・あわてて出口に殺到しないで、　
　落ち着いて従業員の指示に従っ
　て行動・避難する。

・テレビ・ラジオ等の情報から正
　確な情報を入手する。
・各行政機関の広報や、指示に従
　って行動する。

　平成15年度防火標語

『その油断　火から炎へ　災いへ』



佳
作　

臍へ
そ

曲
が
り
判
っ
て
い
て
も
拗す

ね
て
み
る　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

店
先
で
曲
が
り
大
根
自
己
主
張　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

つ
む
じ
曲
げ
お
目め

で

た

出
度
い
輪
の
外
に
居
る　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

腰
曲
げ
て
祖
母
の
真
似
し
て
歩
く
孫　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

五
十
年
曲
が
り
く
ね
っ
た
夫
婦
道　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

妥
協
点
探
し
て
少
し
曲
が
る
道　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

一
ト
枝
を
曲
げ
て
生
け
花
出
来
上
が
り　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

両
の
手
は
曲
が
っ
た
腰
の
上
に
組
む　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

曲
線
美　

わ
た
し
も
捨
て
た
も
の
で
な
い　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

曲
が
り
角
で
転
ん
だ
事
の
二
度
三
度　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

青
立
ち
の
田
ん
ぼ
案か

か

し

山
子
も
ひ
ん
曲
が
り　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

こ
こ
か
ら
は
余
生
楽
し
む
曲
が
り
角　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

秀
逸　

や
り
く
り
に
妻
の
見
事
な
変
化
球　
　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

屈
曲
の
人
生
今
日
も
雨
模
様　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

道
訊き

け
ば
あ
の
角
曲
が
り
ま
た
曲
が
り　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

双
方
が
譲
っ
て
無
事
な
曲
が
り
角　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

天
気
図
の
曲
線
北
の
夏
異
変　
　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

コ
ン
バ
イ
ン
お
辞
儀
忘
れ
た
秋
を
刈
る　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

　

〃　

曲
が
り
角　

男
が
腕
を
組
ん
で
い
る　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

最
終
の
カ
ー
ブ
抜
け
る
と
待
っ
た
な
し　
　

北
海
道　

渋
谷
喜
四
郎

　

〃　

曲
げ
る
も
の
曲
げ
て
人
並
み
し
て
い
ま
す　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

　

〃　

８
・
１
５　

我
が
人
生
の
曲
が
り
角　
　
　

 

鮎　

貝 

五
十
公
野
忍

五
客　

正
論
を
曲
げ
ぬ
男
の
土
性
骨　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

紆う
よ
き
ょ
く
せ
つ

余
曲
折　

経
た
幸
せ
だ
逃
が
す
ま
い　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

曲
が
り
屋
の
馬
の
温
み
が
残
る
里　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

〃　

甘か
ん
げ
ん言

に
曲
げ
ら
れ
て
ゆ
く
お
人
好
し　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

あ
の
角
を
曲
が
る
と
見
え
る
妻
待
つ
灯ひ　
　

埼
玉
県　

川
部　

隆
雄

人
位　

自
己
主
張
曲
げ
て
し
ま
っ
た
五
寸
釘　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

地
位　

見
送
っ
て
呉く

れ
て
る
母
の
背
の
丸
み　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

天
位　

曲
折
を
尽
く
し
静
か
な
老
い
の
海　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

軸　

少
し
づ
つ
曲
げ
る
と
丸
い
輪
が
出
来
る　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　

「
年
」
十
一
月
末
日
ま
で　

「
若
い
」
十
二
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

曲
が
る　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選
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平
成
15
年
度
防
火
�
�
�
�

�
�
�
�
�

主
催
／
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
本
部

小
学
�
�
�
年
�
部

入
選

菅
原
保
奈
美
（
荒
砥
）

奥
山　

貴
晶
（
荒
砥
）

長
谷
川
智
子
（
荒
砥
）

佐
藤　

芳
美
（
中
山
）

片
山　

知
陽
（
蚕
桑
）

小
学
�
�
�
年
�
部

優
秀

樋
口
な
な
え
（
鮎
貝
）

入
選

山
田　

晃
大
（
荒
砥
）

菅
原　

桃
子
（
荒
砥
）

海
老
名
真
吾
（
鷹
山
）

羽
田　
　

萌
（
鮎
貝
）

土
屋　

沙
代
（
鮎
貝
）

船
山　

遥
佳
（
蚕
桑
）

＊
町
内
入
選
者
の
み
掲
載

主
催
／
山
形
県
統
計
協
会

入
選
�
全
国
コ
ン
ク
�
ル
に
出
品
�

�
読
書
を
し
て
る
？
�

山
形
県

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

梅
津
文（
東
中
２
年
）、
小
川
美
幸

（
同
２
年
）、小
林
祥
子（
同
２
年
）

佳
作
�
自
然
を
大
切
に
�

小
関
優
香（
鷹
山
小
４
年
）、
竹
田

す
ず（
同
４
年
）、
小
関
瀬
那
（
同

５
年
）

置
賜
地
区

統
計
�
�
�
�
�
�
�
�

主
催
／
置
賜
地
区
統
計
調
査
員
連
合
会

佳
作
�
あ
な
た
の
防
災
意
識
は
？
�

五
十
公
野
直
人
（
西
中
３
年
）

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

　

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
功
績
が

顕
著
な
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰

髙
木
善
一（
山
口
）、
平
田
勉
（
山

口
）、
江
口
幸
一
（
鮎
貝
）、
小
関

篤
（
菖
蒲
）、
竹
田
秋
雄
（
佐
野

原
）、
安
部
武
（
十
王
）、
梅
津
光

弘
（
十
王
）、
梅
津
八
郎
（
浅
立
）

山
形
県
統
計
協
会
長
感
謝
状

多
年
従
事
者　

片
山
政
明（
高
玉
）、

安
部
純
（
下
山
）、
渋
谷
佐
次
郎

（
十
王
）、
田
中
五
郎
（
畔
藤
）

退
職
者　

原
田
幸
雄
（
黒
鴨
）

謙
慎
書
道
展

理
事　

嶋
林
旭
峰
（
光
夫
）

入
賞　

石
澤
御
峰
（
広
吉
）

　
　
　

植
木
香
月
（
ま
さ
）

入
選　

海
野
翠
玉
（
久
子
）

　
　
　

奥
山
玉
舟
（
清
子
）

読
売
書
道
展

監
事　

嶋
林
旭
峰
（
光
夫
）

入
選　

奥
山
玉
舟
（
清
子
）

　
　
　

馬
場
芳
苑
（
道
子
）

　
　
　

石
澤
御
峰
（
広
吉
）

　
　
　

植
木
香
月
（
ま
さ
）

山
形
県
総
合
書
道
展

参　
　

与　

嶋
林
旭
峰
（
光
夫
）

会
友
入
選　

石
澤
御
峰
（
広
吉
）

　
　
　
　
　

植
木
香
月
（
ま
さ
）

　
　
　
　
　

殿
岡
寿
草
（
し
づ
）

　
　
　
　
　

伊
藤
華
雪
（
和
子
）

　
　
　
　
　

海
野
翠
玉
（
久
子
）

　
　
　
　
　

奥
山
玉
舟
（
清
子
）

公
募
入
選　

鈴
木
弘
華
（
弘
子
）

　
　
　
　
　

金
田
碩
風
（
勝
実
）

　
　
　
　
　

馬
場
芳
苑
（
道
子
）

　
　
　
　
　

嶋
林
智
恵
（
ち
ゑ
）

　
　
　
　
　

髙
梨
翠
舟
（
み
さ
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温
泉
健
康
入
浴
体
験
�
�
�

 

�
参
加
者
�
募
集
�
�
�

　

あ
な
た
も
温
泉
に
入
っ
て
、
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

美
肌
こ
ま
ち
・
伊
達
男
コ
�
ス

▼
対
象　

20
〜
50
代
の
か
た
30
人

▼
い
つ　

12
月
９
日
（
火
）
午
前

10
時
〜

▼
場
所　

小
野
川
温
泉
「
や
な
川

旅
館
」

▼
し
め
き
り　

12
月
４
日
（
木
）

癒
し
の
温
泉
コ
�
ス

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
か
た
30
人

▼
い
つ　

①
11
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

②
12
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

▼
場
所

①
小
野
川
温
泉
「
吾
妻
荘
」

②
白
布
温
泉
「
東
屋
」

▼
し
め
き
り

①
11
月
21
日
（
金
）

②
11
月
27
日
（
木
）

い
ず
れ
も

▼
参
加
費　

３
０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
地

域
温
泉
活
用
実
行
委
員
会
事
務
局

（
置
賜
保
健
所
内
・
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
４
）

 

泉
荘
小
作
品
展

　

県
立
泉
荘
の
利
用
者
の
か
た
が

た
が
、
日
ご
ろ
の
創
作
活
動
な
ど

を
通
し
て
、
丹
精
込
め
て
手
が
け

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
25
日
（
火
）
〜
12

月
１
日（
月
）（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
銀
行
長
井
支
店

▼
展
示
物　

泉
荘
紹
介
パ
ネ
ル
、

刺
し
子
、
書
、
絵
画
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
泉
荘
（
☎

88

－
９
２
１
１
）

 

国
民
文
化
祭
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
記
念
出
版

 

�
水
�
�
差
�
上
�
�
�

　

国
民
文
化
祭
・
や
ま
が
た
２
０

０
３
開
催
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ

た
「
水
」（
井
上
ひ
さ
し
選
・
日

本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
編
）
を
先
着
１
０

０
人
の
か
た
に
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
教
育
委
員

会
文
化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４

６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

年
金
公
開
市
民
講
座

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
土
）

▼
時
間　

開
場　

午
後
１
時
、
講

下
水
道
の
点
検
・
清
掃
商
法
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

�

最
近
�
町
�
委
託
�
装
�
�
�

家
庭
�
汚
水
�
�
�
下
水
管
�

清
掃
�
契
約
�
結
�
�
�
�
�

業
者
�
一
般
家
庭
�
訪
問
�
�

�
�
�
�
相
次
�
�
�
�
�
�

�
�
�
皆
�
�
�
�
宅
�
�
�

�
�
�
勧
誘
�
�
�
�
�
�
�
�

以
下
�
�
�
�
留
意
�
�
十
分

�
注
意
�
�
�
�
�

▼
町
で
は
、
こ
う
し
た
点
検
・

　

清
掃
を
業
者
に
依
頼
し
て
い

　

ま
せ
ん
。

▼
一
般
家
庭
の
下
水
管
や
汚
水

　

マ
ス
は
普
通
の
使
い
方
を
し

　

て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
清
掃

　

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

※
年
に
１
、
２
回
程
度
、
マ
ス

　

の
フ
タ
を
開
け
て
「
個
人
で

　

点
検
」
す
る
こ
と
を
お
す
す

　

め
し
ま
す
。
汚
れ
の
状
況
を

　

自
分
で
把
握
し
て
お
く
こ
と

　

が
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防

　

止
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

　

ま
す
。

▼
も
し
、
排
水
設
備
の
具
合
が

　

悪
い
場
合
や
極
端
な
汚
れ
を

　

発
見
し
た
り
悪
臭
な
ど
が
発

　

生
し
た
場
合
は
、
町
の
指
定

　

す
る
下
水
道
工
事
指
定
店
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
も
し
、
契
約
を
し
た
場
合
で

　

も
、
契
約
か
ら
8
日
以
内
で

　

あ
れ
ば
、「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　

フ
制
度
」
に
よ
り
無
条
件
で

　

解
約
で
き
ま
す
。

　

（
方
法
は
、
町
民
課
く
ら
し

　

・
環
境
推
進
係
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
）

※
す
で
に
作
業
に
着
手
し
た
場

　

合
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　

制
度
」
は
適
用
に
な
り
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご相談・問い合わせは

町民課くらし・環境推進係

☎85－6131

建設水道課下水道管理係

☎85－6138
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演
の
部　

午
後
１
時
30
分
、
相
談

の
部　

午
後
３
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー

▼
内
容　

・
講
演
「
年
金
公
開
講
座
〜
あ
な

た
の
年
金
は
将
来
も
ら
え
る
か
〜
」

・
講
師　

田
中
章
二
さ
ん
（
年
金

評
論
家
）

＊
講
演
は
先
着
１
５
０
人
ま
で

＊
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

小
平
労
務
管
理

事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

37

－

６

３
１
３
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

生
徒
が
作
業
学
習
で
製
作
し
た

製
品
の
バ
ザ
ー
と
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
金
）
午
前

９
時
45
分
〜
午
後
１
時
30
分

▼
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容　

バ
ッ
グ
、
皿
、
木
製
ベ

ン
チ
な
ど
の
作
業
製
品
販
売
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
米
沢
養
護

学
校
（
☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１

０
１
）

 

臨
時
訪
問
看
護
師
�

 

�
�
�
�
�
�

募
集
�
�
�

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護

師
の
資
格
を
お
持
ち
の
か
た
で
、

55
歳
ま
で
の
か
た

▼
就
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
45
分
（
相
談
の
う
え
決
定
）

▼
賃
金
・
通
勤
手
当　

町
の
規
定

に
よ
る

▼
募
集
し
め
き
り　

11
月
28
日

（
金
）

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
86

－

０

１
２
３
）

 

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

 

�
職
員
�
募
集
�
�
�

▼
職
種
と
人
数　

看
護
員
（
看
護

師
）
若
干
名

▼
受
付
期
間　

11
月
15
日
（
土
）

〜
12
月
10
日
（
水
）

▼
資
格　

「
福
祉
」
に
対
し
て
誠

実
な
か
た
。
看
護
師
の
資
格
が
あ

り
、
昭
和
38
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
通
勤
可
能
で

健
康
な
か
た
。

▼
試
験
内
容　

作
文
、
面
接

▼
試
験
日　

12
月
17
日
（
水
）
午

前
11
時
〜

▼
試
験
会
場　

白
光
園

▼
採
用
年
月
日　

平
成
16
年
１
月

１
日

＊
申
込
書
は
、
白
鷹
福
祉
会
事
務

局
（
白
光
園
内
）
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
福

祉
会
事
務
局
（
白
光
園
内
・
☎
85

－
１
５
１
１
）

 

平
成
15
年
度
�
女
性
�
対
�

 

�
暴
力
�
�
�
�
運
動
�

▼
期
間　

11
月
12
日
（
水
）
〜
25

日
（
火
）

▼
相
談
内
容　

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
で

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口　

長
井
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

 

�
�
�
�
障
子
張
�

 

講
習
会
�
受
講
者
募
集

▼
い
つ　

11
月
25
日
（
火
）
〜
27

日
（
木
）
の
３
日
間

▼
ど
こ
で　

長
井
・
西
置
賜
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

ふ
す
ま
・
障
子
張
り
替

え
方
法
な
ど

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格　

57
〜
65
歳
の
か
た

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
し
め
き
り　

11
月
18
日

（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

３

－

０
０
０
３
長
井
市
東
町
２
番

12
号　

長
井
・
西
置
賜
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
84

－

４

５
３
５
）

�
人
権
�
�
�
�
相
談
所
�

 

開
設
�
�
知
�
�

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。
あ
な
た
の

周
り
の
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て

特
設
「
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

12
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

夫
婦
・
家
族
間
の

い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子
ど
も
の
虐

待
、
遺
産
相
続
、
土
地
の
境
界
問

題
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
法
務
局
長
井
支
局

内
・
☎
88

－

２
５
８
７
）

よつば保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

忙しくて
いつも調理室へ顔を出していたＹくん。し

ばらくぶりで調理室をのぞきました。

調理師「このごろＹくんこねぐなってさみ

　　　　しいなぁ」

Ｙくん「ほだて、おれ忙しくてよ。明日は

　　　　運動会もあるし、忙しいもんでよ、

　　　　今度またくっからな」

調理師「待ってっからなー！」

調理師さんにも暖かく見守ってもらってい

ます。

虹をすべりたーい！

お昼寝から目覚めたら、東山に大きな虹

Ｒくん「あー！虹だ！おっきい！おれ

　　　　よ、虹すべってみっちゃいなー」

指さして

Ｒくん「あそこさよ、階段つくってよ、

　　　　とことこってあがっていって

　　　　よ、スーッとすべんな」

Ｍくん「Ｒくん、ドラえもんのポケッ

　　　　トあっとすぐ行げんのにねぇ」
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平
成
16
年
度
�
検
診
世
帯

 
調
査
票
�
配
布
�
�
�
�

　

平
成
16
年
１
月
13
日
に
、
16
年

度
の
検
診
受
診
状
況
を
お
伺
い
す

る「
検
診
世
帯
調
査
票
」が
各
世
帯

に
配
布
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆

さ
ん
の
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
申

し
込
み
を
受
け
た
り
、
学
校
や
職

場
で
の
検
診
受
診
状
況
を
み
る
大

切
な
調
査
で
す
。
全
世
帯
必
ず
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
冬
期
間
不
在
に
な
る
世

帯
な
ど
、
提
出
で
き
な
い
か
た
は

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

健
康

福
祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０

２
１
０
）

 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
塀
等

 

実
態
調
査
�

 

�
協
力
�
�
�
�

　

宮
城
県
北
部
地
震
で
は
、
建
物

及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
倒
壊
の
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
県
で
は
、
児
童

の
安
全
を
考
慮
し
小
学
校
周
辺
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

対
象
区
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
区
域　

鮎
貝
小
学
校
、
荒

砥
小
学
校
周
辺
の
半
径
５
０
０
㍍

内▼
調
査
対
象　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
石
積
塀
な
ど
の
組
積

造
り
の
塀

▼
調
査
時
期　

11
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

西
置
賜
総
務
建
築
課
建
築
住
宅
係

（
☎
88

－

５
１
１
１
）

 

住
宅
需
要
実
態
調
査
�

 
�
協
力
�
�
�
�

　

国
土
交
通
省
及
び
山
形
県
で
は
、

12
月
１
日
、
全
国
各
地
に
お
い
て

「
平
成
15
年
住
宅
需
要
実
態
調
査
」

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ん
が
住
宅

に
つ
い
て
日
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、

国
や
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
施
策

を
行
う
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。
全
国
で
約
10
万
世

帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
山

形
県
で
は
、
一
定
の
抽
出
方
法
に

よ
り
無
作
為
抽
出
し
た
約
２
４
０

０
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
か
ら
12
月
７
日
ま
で

の
間
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を

訪
問
す
る
と
同
時
に
、
対
象
と
な

っ
た
世
帯
の
周
り
の
住
宅
地
等
を

調
査
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に

対
し
て
は
、
本
調
査
の
お
願
い
に

は
伺
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
水
道

課
管
理
用
地
係
（
☎
85

－

６
１
３

９
）ま
た
は
県
庁
建
築
住
宅
課（
☎

０
２
３

－
６
３
０

－

２
１
５
４
）

 

不
動
産
�
競
売
�
�
�

▼
物
件　

米
沢
市
ほ
か
の
宅
地
、

建
物
、
農
地
、
原
野
な
ど
約
30
件

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
と
場
所

　

11
月
26
日
（
水
）
ま
で
山
形
地

方
裁
判
所
米
沢
支
部

▼
入
札
期
間　

11
月
17
日
（
月
）

〜
26
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

米
沢
支
部
（
郵
送
可
）

▼
開
札
日
時　

12
月
３
日
（
水
）

午
前
10
時

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判

所
米
沢
支
部
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
６
５
）

 

�
�
�
�
奨
学
�
�
�

　

人
材
育
成
と
県
内
就
職
促
進
の

た
め
の
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
就
学

こ
ぐ
わ
保
育
園
�
ひ
が
し
ね
保
育
園
の

通
園
バ
ス
運
転
手
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
主　

こ
ぐ
わ
保
育
園
通
園
バ
ス
運
行
委
員
会
委
員
長　

相
模
敏
浩

　
　
　
　
　

ひ
が
し
ね
保
育
園
通
園
バ
ス
運
行
委
員
会
委
員
長　

紺
野
信
吾

▼
募
集
人
数　

こ
ぐ
わ
保
育
園
１
人
、
ひ
が
し
ね
保
育
園
１
人

▼
資
格　

大
型
免
許
を
有
す
る
白
鷹
町
内
在
住
の
か
た
で
、
平
成
16
年

　
　
　
　

４
月
１
日
現
在
満
55
歳
以
下
の
か
た
（
昭
和
23
年
４
月
２
日

　
　
　
　

以
降
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
か
た
）

▼
業
務
内
容　

保
育
所
に
通
園
す
る
お
お
む
ね
３
歳
以
上
の
児
童
を
保

　
　
　
　
　
　

育
園
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し
安
全
に
送
迎
す
る
。

　
　
　
　
　
　

そ
の
他
、
園
行
事
等
で
の
送
迎
が
年
間
数
回
あ
る
。

▼
勤
務
時
間　

車
両
点
検
を
含
め
て
、
１
日
約
２
時
間
30
分

ひ
が
し
ね
保
育
園

こ
ぐ
わ
保
育
園　

保
育
園
名

冬夏冬夏

８
時　
　

８
時　
　

７
時
45
分

７
時
45
分

迎
え
発

15
時
30
分

16
時　
　

15
時
15
分

15
時
45
分

送
り
発

※
冬
期
間
は
11
月
よ
り
３
月
ま
で
、
夏
期
間
は
そ
れ
以
外

▼
賃
金　

月
額　

８
万
１
０
０
０
円

　
　
　
　

賞
与　

６
カ
月
に
つ
き
２
万
５
０
０
０
円

▼
採
用　

11
月
末
に
募
集
を
し
め
き
り
、
各
運
営
委
員
会
で
面
接
等
を

　
　
　
　

行
い
決
定
す
る
。
雇
用
開
始
は
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
平
成

　
　
　
　

17
年
３
月
ま
で
と
し
、
満
60
歳
を
迎
え
て
最
初
の
３
月
31
日

　
　
　
　

ま
で
再
契
約
が
で
き
る
。

▼
募
集
し
め
き
り　

11
月
28
日
（
金
）

▼
応
募
方
法　

履
歴
書
（
様
式
任
意
）、
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
、　

　
　
　
　
　
　

直
接
保
育
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
開
始　

平
成
16
年
４
月
１
日
よ
り

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

こ
ぐ
わ
保
育
園
（
☎
85

－

５
４
０
９　

担
当

：

関
）

　

ひ
が
し
ね
保
育
園
（
☎
85

－

５
２
１
８　

担
当

：

梅
津
）
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後
に
県
内
に
就
職
し
た
場
合
は
、

山
形
県
勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協

会
か
ら
年
１
・
５
％
の
利
子
補
給

（
３
０
０
万
円
ま
で
）
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
実
質
金
利
は
１
・
５
〜

１
・
７
％
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
父
母
ど

ち
ら
か
が
、
企
業
や
商
店
な
ど
に

お
勤
め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

就
学
者
１
人
５

０
０
万
円
、
２
人
以
上
最
高
１
０

０
０
万
円

▼
利
率　

年
利
３
・
０
〜
３
・
２

％
（
保
証
料
込
、
固
定
金
利
）

▼
融
資
期
間　

15
年
以
内
（
就
学

期
間
は
元
金
返
済
の
据
え
置
き
が

で
き
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

 

朝
鮮
半
島
�
台
湾
出
身
�
旧
軍
人

 

�
軍
属
等
�
�
�
�
�
�
�

 
�
�
遺
族
�
皆
�
�
�

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
旧
日
本

軍
の
軍
人
・
軍
属
等
と
し
て
戦
死

さ
れ
た
か
た
や
死
亡
さ
れ
た
重
度

戦
傷
病
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
に

弔
慰
金（
２
６
０
万
円
）が
、
重
度

戦
傷
病
者
の
か
た
に
見
舞
金
（
４

０
０
万
円
）
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

請
求
期
限
は
、
平
成
16
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
請
求

し
な
い
と
弔
慰
金
等
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）
ま
た

は
県
健
康
福
祉
企
画
課
（
☎
０
２

３
－

６
３
０

－

２
２
４
２
）

健康福祉課からのお知らせ

所得税及び地方税の「障害者控除」及び「特別障
害者控除」対象者への認定書の発行について

　町では、ご本人またはご家族の申請に基づき、「障害者」
または「特別障害者」に準ずる者として認定書を発行しま
す。この認定書を年末調整や確定申告等の際提出すること
により、障害者控除等を受けることができますので、必要
なかたは申請をしてください。なお、認定書の交付を受け
ることができるかたなどについては、次のとおりです。
○認定書の交付を受けることができるかた

　　昭和14年１月１日以前に生まれたかたで、平成15年１

　月１日現在要介護認定を受けているかた及び同年12月31

　日までに要介護認定を受けたかたで、障害程度が一定以

　上のかた（要支援の認定を受けたかたは該当しません）

※認定基準等の詳細については、事前にお問合せください。

※これに該当するかたでも、身体障害者手帳等により控除

　を受けることができるかたや、この控除を受ける必要が

　ない場合は、申請する必要はありません。

○認定書の交付申請受付期間

　11月17日（月）から11月28日（金）

　午前８時30分から午後５時まで

　（17日と25日は午後７時まで）

　※申請の際には印鑑が必要です。

　※受付期間以降に認定を受けたかたについては、随時受

　　付けます。

○認定書の有効期間

　平成15年の所得税、町・県民税の申告にのみ使用できます。

○申請・お問い合わせ窓口

　健康福祉課介護保険係（☎86－0213）

▼対象　20歳から64歳（求職者のかたを優先させていただきます）
▼定員　20人
▼受講料　無料（テキスト代は実費）
▼会場・問い合わせ 白鷹町総合情報センター（☎86－0151）

11・12月のパソコン講習会
《３日間コース》

講座名 期　　日 時間 内　容

パソコン基本と
はがき作成

12月12日
（金）

12月13日
（土）

12月14日
（日）

午前10時

～

午後５時

電源の入れ方から文字入力などのパソコンの
基本操作を勉強します。市販体験版ソフトを
使い年賀状を作成してみましょう。

仕事に役立つ　
簡単エクセル

12月20日
（土）

12月21日
（日）

12月22日
（月）

午前10時

～

午後５時

エクセル（表計算）の基本操作を勉強します。
基本をおさえれば、いろんな「表」がつくれ
ます。

《５日間コース》

講座名 期　　日 時間 内　容

デジタルカメラ入門

11月30日
（日）

12月１日
（月）

12月３日
（水）

午後６時

～

午後９時
（11/30のみ
午前10時～
午後５時）

撮影の基本とパソコンへの取り込み、画像管
理・画像編集を勉強し、デジカメを活用しま
しょう。12月５日

（金）
12月６日
（土）
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先
日
、
本
町
の
ソ
フ
ト
小
村
へ
の

企
業
立
地
（
誘
致
）
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
、
広
島
市
に
本
社
の
あ
る

Ｃ
企
業
に
出
張
し
た
。
本
町
で
は

「
個
性
あ
る
地
域
情
報
産
業
を
つ
く

る
白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
条
例
」
を
制

定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
全
国
初
の

条
例
で
あ
る
。
今
、
地
方
の
産
業
を

ど
う
再
生
す
る
か
、
雇
用
、
所
得
の

確
保
を
ど
う
す
る
か
が
、
厳
し
い
地

方
経
済
情
勢
の
も
と
解
決
の
糸
口
が

な
か
な
か
見
い
出
せ
ず
、
そ
の
対
策

が
問
わ
れ
て
い
る
。
既
存
企
業
（
産

業
）
の
発
展
の
施
策
と
と
も
に
、
新

し
い
地
域
産
業
の
創
出
が
必
要
と
な

る
。
情
報
産
業
に
つ
い
て
は
、
都
市

に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
ひ
ず
み
に

よ
り
地
方
で
の
情
報
産
業
の
発
展
が

進
ま
な
い
。
都
市
圏
企
業
と
の
連
携

を
深
め
、
都
市
圏
企
業
の
町
へ
の
進

出
、
ま
た
、
町
へ
の
新
た
な
起
業
家

の
進
出
を
図
り
、
地
域
密
着
型
情
報

産
業
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
人
材

の
育
成
・
定
着
、
そ
し
て
雇
用
と
所

得
の
場
の
確
保
に
結
び
つ
け
、
結
果

と
し
て
町
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

自
宅
を
出
た
の
は
、
早
朝
６
時
40

分
。
車
で
仙
台
に
向
か
っ
た
。
山
形

市
か
ら
高
速
道
路
で
仙
台
空
港
ま
で

１
時
間
、
仙
台
空
港
発
９
時
15
分
の

便
で
広
島
空
港
に
11
時
到
着
。
12
時

か
ら
は
、
午
後
い
っ
ぱ
い
企
業
の
か

た
が
た
と
経
営
の
方
針
や
内
容
、
白

鷹
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
、

協
議
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
午
後
７

時
の
広
島
空
港
発
仙
台
行
き
の
便
に

乗
り
、
来
る
と
き
の
逆
コ
ー
ス
で
自

宅
に
は
午
後
10
時
前
に
到
着
し
た
。

整
理
し
て
み
る
と
、
白
鷹
か
ら
無
理

の
か
か
ら
な
い
時
間
で
広
島
市
に
着

き
、
午
後
い
っ
ぱ
い
広
島
で
用
務
を

終
了
し
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
で
な
い
行

程
で
自
宅
に
着
い
た
こ
と
に
な
る
。

広
島
市
で
日
帰
り
の
日
程
で
相
当
仕

事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

逆
に
広
島
か
ら
み
て
も
、
白
鷹
で
日

帰
り
で
ビ
ジ
ネ
ス
あ
る
い
は
交
流
が

可
能
で
あ
る
。

　

白
鷹
か
ら
の
視
点
で
時
間
・
距
離

の
短
縮
が
実
に
縮
ま
っ
て
き
て
お
り
、

人
び
と
の
活
動
が
拡
大
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
の
発
見

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お

け
る
道
路
網
、
と
り
わ
け
高
速
道
路

の
整
備
、
飛
行
空
路
の
拡
大
、
さ
ら

に
は
新
幹
線
整
備
の
結
果
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
県
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
整
備
は
、
全
国
の
中
に
お
い
て
極

め
て
遅
れ
て
い
る
。
置
賜
に
関
す
る

も
の
だ
け
で
も
、
栗
子
、
新
潟
〜
山

形
間
な
ど
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
さ

え
、
い
ず
れ
も
計
画
は
さ
れ
て
い
る

が
整
備
速
度
は
遅
い
。
都
市
と
農
村

が
共
生
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
日
本
の
発
展
は
な
い

だ
ろ
う
。
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
、

地
域
間
連
携
の
時
間
短
縮
、
人
的
・

経
済
的
交
流
の
拡
大
の
た
め
に
も
、

課
題
を
ク
リ
ア
ー
し
、
高
速
交
通
網

の
早
期
整
備
を
切
に
望
み
た
い
。
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●9月23日 ▼10月22日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（丸　川　康　博　　横田尻
髙　橋　靖　子　　南陽市

（新　野　辰　広　　高　玉
舩　山　まさ子　　高　玉

（大　木　正　博　　鮎　貝
髙　石　かおり　　山　口

（澤　田　健　児　　畔　藤
中　山　典　子　　愛知県

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
高　玉　髙　橋　久　夫　65
畔　藤　齋　藤　德　雄　70
荒砥甲　安　藤　ツ　ギ　104
高　岡　須　貝　昭　一　69
針　生　奥　山　靜　子　76
箕和田　原　田　吉　榮　86
荒砥甲　日下部　文　一　53
鮎　貝　小　松　い　ね　91
佐野原　竹　田　吉兵衞　81
山　口　　 　　く　ん　91
中　山　大　滝　唯　忠　74
荒砥甲　加　 　みよの　79
荒砥甲　笠　原　吉　郎　92
荒砥乙　岩　崎　さ　だ　81
荒砥乙　髙　橋　新　助　70
荒砥甲　布　施　　つゑ　85
鮎　貝　加　藤　ツネヨ　80
広　野　新　野　さ　き　93
荒砥甲　髙　橋　謙　二　60
高　岡　小　口　ゑ　江　87
滝　野　小　関　德　松　89
横田尻　鈴　木　き　く　81

No.884
2003-11

-12

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
時
間
距
離
�
考
�
�
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

深　山 羽田 英　樹 泰
たい

　樹
き

　睦

萩　野 梅津 　雄 向
こう

　希
き

めぐみ

山　口 大瀧 康　信 竜
りゅう

　太
た

明　美

荒砥甲 新野 　亮 月
る

　渚
な

光　世

鮎　貝 小松 敏　和 丈
たけ

　祐
ひろ

由紀子


